
沼津高架ＰＩﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

【第６回ＰＩ委員会】

ステップ２実施状況報告

資料②



ステップ２の進め方

車座談議

・ＰＩの周知
・勉強会参加要請

車座談議

・問いかけへの意見
・勉強会参加要請

車座談議

・問いかけへの意見
・勉強会参加要請

＋勉強会

ステップ２開始
ステップ２成果
（目標の設定）

広報紙

・ＰＩﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの解説
・県の姿勢
・ステップ２の解説・問いかけ

広報紙

・

 
これまでの意見の整理

・更なる問いかけ
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第５回ＰＩ委員会以降の取組み
日 付 取 組 み

8月2日 車座談議(東駿河湾まちづくり研究会)

8月10日 企業ヒアリング(通運事業者A)

8月20日 企業ヒアリング(通運事業者B)

8月21日 沼津駅周辺親子見学ツアー

8月22日

ＮＬ３号発行(沼津市内新聞折込)

車座談議(（社)沼津青年会議所(NJC))

8月24日～8月26日 オープンハウス(イシバシプラザ)

9月1日～9月23日 パネル展示(パレット)

8月30日 企業ヒアリング（港湾事業者C）

9月3日 企業ヒアリング（バス事業者Ｄ）

9月6日 車座談議(チェンジ沼津)



車 座 談 議



車座談議の実施状況

■実施回数：３回

 
（7/14～9/9、３団体、延べ48人）

■実施団体：鉄道高架事業に関心の高い団体、商工関係者
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日 時 団体名 出席者

８月２日（木）

 
18：00～20：00 東駿河湾まちづくり研究会 12人

８月22日（水）18：30～19：00 (社)沼津青年会議所（ＮＪＣ） 14人

９月６日（木）

 
19：00～21：30 チェンジ沼津 22人



車座談議の実施状況

≪車座談議の主な内容≫

■事務局からの説明・情報提供

・沼津駅周辺整備事業について

・沼津駅付近鉄道高架事業について

・沼津高架ＰＩプロジェクトの取組みについて

■意見交換・質疑応答

■車座談議の進め方に対するアンケート

6



車座談議の実施状況

≪車座談議の運営方法の改善≫

■記録の正確性、信頼性を高めるため、参加者の同意の下で録音や
録画

 
による記録を行った。

■車座談議の冒頭、ファシリテーターの立場について、より丁寧に説明
するとともに、ファシリテーターに司会進行を任せることについて、
参加者全員の同意を得ていく。

※ファシリテーターはステークホルダーヒアリングでも協力をお願いしており、
今回の車座談議にも中立的な立場で参加してもらい、技術的なサポートを
お願いした。
勉強会はファシリテーターによる司会進行を予定しており、雰囲気を知って
いただくため、今回の車座談議でも試行的に司会進行を依頼した。
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車座談議／東駿河湾まちづくり研究会

日時：平成24年８月２日(木)

18:00～20:00

参加者：東駿河湾まちづくり研究会

会員

 
12名

説明内容

・沼津駅周辺整備事業について

・沼津駅付近鉄道高架事業について

・沼津高架ＰＩプロジェクトの取組みに

ついて



車座談議で伺った意見／東駿河湾まちづくり研究会

≪鉄道高架事業に対する意見≫

・総合計画の推進のために高架事業があるが、高架事業がボトルネックで
計画は止まってしまう。
・事業費の800億円は国、県、市で負担するので、すべてが市の負担では
ないが、一般の人はそのことを知らない。
・鉄道高架イコール活性化ではない。ハードができてもソフトがないと良い
まちにならない。
・今のスピード感では遅すぎる。このままでは商店街は10年もたない。
スピードアップが必要。

≪

 
ＰＩプロジェクトに対する意見≫

・PIをやって更に時間をかけるのか。全員一致はありえない。今までのことを
無にせずに進めてほしい。
・PIで掲げている結論のイメージができない。
・PIは貨物駅移転、原地区のまちづくりが対象だと考えていた。
・県民の代表である政治家が、最終的には判断するしかないと思う。
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車座談議／東駿河湾まちづくり研究会
 

高井委員の視察の様子と指摘事項

高井委員からの指摘事項

ファシリテーターの立場について説

 明がなかったので、説明をしてから

 ファシリテーターに司会進行を任せ

 ることについて参加者から同意をと

 る方がよい。

駅周辺の商店街の方々のご意見

 を聞くことの必要性を感じた。
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車座談議／(社)沼津青年会議所（ＮＪＣ）

日時：平成24年8月22日(水)

18:30～19:00

参加者：(社)沼津青年会議所

会員

 
14名

説明内容

・沼津駅周辺整備事業について

・沼津駅付近鉄道高架事業について

・沼津高架ＰＩプロジェクトの取組みに

ついて
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車座談議／チェンジ沼津

日時：平成24年９月６日(木)

19:00～21:30

参加者：チェンジ沼津

会員22名

説明内容

・沼津駅周辺整備事業について

・沼津駅付近鉄道高架事業について

・沼津高架ＰＩプロジェクトの取組みに

ついて



広 報 紙



発行日
 

８月22日（水）
配布方法

 
新聞折込（Ｂ４判２つ折り）
地区センターへの配架（Ａ４判２つ折り）

配布部数
 

沼津市内
 

約８万部
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ＰＩプロジェクトニュース第３号の発行状況



「目標」を明確にするために、地域の将来像を検討する
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ＰＩプロジェクトニュース第３号の問いかけ内容

沼津駅周辺 原地区

• 地域の心配なこと
• 地域づくりで取り組むべきこと
• 将来、避けるべき状況
• 必要な機能・施設

• 地域の心配なこと
• 地域づくりで取り組むべきこと
• 将来、避けるべき状況
• 守りたい地域資源
• どのような地域にしたいか



オープンハウス
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Step2‐② （平成24年6月）

Step2‐① （平成24年4月）

オープンハウスの実施状況

Step2‐③ （平成24年８月）

場所
 

イシバシプラザ
 

１階
 

セントラルコート

日時
 

平成24年８月24日(金)～26日(日)

午前10時00分
 

～
 

午後８時00分
※

 
26日（日）のみ午後７時00分

 
終了
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目的
• ＰＩ実施計画の周知

• 地域を取り巻く情勢や周辺状況についての確認
⇒テーマ①広域レベル

・沼津市の財政状況
・市の既存計画
・地域を取り巻く情勢

••地域の将来像についての意見聴取地域の将来像についての意見聴取
⇒沼津駅周辺、原地区の将来像について

オープンハウスの実施状況



オープンハウスの実施状況

≪実施場所≫
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イシバシプラザ



オープンハウスの実施状況

≪掲出パネル：ＰＩ実施計画≫
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オープンハウスの実施状況

≪テーマ①広域レベル：沼津市の財政状況≫

ぬ
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沼津市の財政状況



オープンハウスの実施状況

≪テーマ①広域レベル：市の既存計画≫
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沼津市総合計画



オープンハウスの実施状況

≪テーマ①広域レベル：市の既存計画≫
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沼津市都市計画マスタープラン



オープンハウスの実施状況

≪テーマ①広域レベル：地域を取り巻く情勢≫
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３つのガードの状況

津波ハザードマップ中心市街地の動向



オープンハウスの実施状況

≪聴き取り調査≫

沼津駅周辺及び原地区の「地域の将来像」「地域の将来像」について

25

沼津駅周辺 原 地 区

• 地域の心配なこと

• 地域づくりで取り組むべきこと

• 将来、避けるべき状況

• 必要な機能・施設

• 地域の心配なこと

• 地域づくりで取り組むべきこと

• 将来、避けるべき状況

• 守りたい地域資源

• どのような地域にしたいか
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15.0%
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25.0%

～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代

年代構成

女性

男性

8人

25人

45人

31人

24人

52人

38人

11人

オープンハウスの実施結果
１．実施時間

 
29時間

２．聴き取り調査人数

 
234人

(1)

 
開催日別

 
24日（金）：55人

25日（土）：75人

26日（日）：104人

(2)

 
男女別

 
男性：125人、女性：109人

(3)

 
年代別構成比
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オープンハウスの実施状況



皆さんからのご意見
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沼津駅周辺 原地区



皆さんからのご意見（沼津駅周辺）
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地域について心配なこと

• まちに活気がなく、寂れてしまっていること
• 人通りが少ない。特に若い人がいない
• まちが南北に分断されている
• 西武の撤退と、撤退後の跡地利用
• 地震、津波

地域づくりで取り組むべきこと

• 子供や高齢者にやさしく、安心して暮らせるまちづくり
• 歩行者を中心としたまちづくり
• 若者が集まるまちづくり
• 地域を活性化させる施策

将来、避けるべき状況
• まちの衰退
• 市の財政悪化や財政破綻
• 周辺市町への人口流出

必要な機能・施設

• 無料駐車場、駐輪場
• 公園、憩いの空間
• 多目的広場
• 子供が遊べる施設



皆さんからのご意見（原地区）
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地域について心配なこと
• 地震、津波
• 水害

地域づくりで取り組むべきこと
• 津波や治水対策
• 南北道路の整備
• 地域の活性化

将来、避けるべき状況
• まちに人がいなくなってしまうこと
• 南北の避難路がない状況

守りたい地域資源
• 宿場町
• 浮島沼
• 景観

どのような地域にしたい？
• 安心できる地域
• 住みやすい地域
• 浮島沼の自然を生かした地域



企業ヒアリングの状況



企業ヒアリングの実施状況
■実施回数：４回（7/14～9/9）

■実施事業者：通運事業者２社、港湾事業者１社、バス事業者１社

■通運事業者に対する主なヒアリング内容
・沼津駅付近鉄道高架事業及び沼津高架ＰＩプロジェクトに対する考え方
・沼津貨物駅が廃止、あるいは富士地区などに移転した場合の影響

■港湾事業者に対する主なヒアリング内容
・沼津駅付近鉄道高架事業及び沼津高架ＰＩプロジェクトに対する考え方
・港湾関係者として、沼津港の賑わいと中心市街地の衰退を、どのように見ているか

■バス事業者に対する主なヒアリング内容
・沼津駅付近鉄道高架事業及び沼津高架ＰＩプロジェクトに対する考え方
・沼津市内で事業展開する上での課題と、その解決に向けて望むこと

32

日 時 団体名

８月10日（金）

 
10：00～10：55 通運事業者A

８月20日（月）10：00～11：15 通運事業者B

８月30日（木）

 
13：30～14：15 港湾事業者C

９月

 
3日（月）

 
14：00～15：15 バス事業者D



企業ヒアリングの状況／通運事業者Ａ・Ｂ

■沼津駅付近鉄道高架事業及び沼津高架ＰＩプロジェクトに対する
 考え方

・原地区への貨物駅移転は、トラック輸送の距離が延びて場合によりコストアップ

 になるが、県の方針であり、ＪＲ貨物も協力しているので、当社でも協力する立場

 である。

・鉄道高架事業や区画整理事業の先行きがわからないので、設備投資や修繕の

 計画が立てにくい。

■集配エリア・取扱い品目

・沼津三島、裾野、御殿場小山、伊豆全域。

・工業製品、原材料、飲料や食品、牛乳や青果物など。
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企業ヒアリングの状況／通運事業者Ａ・Ｂ

■貨物輸送のメリット

・長距離輸送のコストが安い。北海道や九州など長距離輸送の運賃は、トラック輸

 送に比べてかなり安価である。CO2排出量もトラックの1/6程度で済むため環境

 にやさしい。

・トラック輸送では難しい重量物や長尺物も運んでいる。

■沼津貨物駅が廃止、あるいは富士地区などに移転した場合の影響

・トラック輸送の距離が延びてコストアップになる。CO2排出量も増える。

・取引をやめる顧客も出てくると思う。

・東部・伊豆地区での通運事業の営業が非常に難しくなると思う。
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企業ヒアリングの状況／港湾事業者Ｃ

■沼津駅付近鉄道高架事業に対する考え方

・直接的には影響ないと思うが、高架化による南北市街地の一体化や踏切除却に

 より、鉄道、船舶、トラックを含めた物流全体には良い影響があると思う。

■取扱貨物（金属くず・化学薬品等）輸送時の３ガードの使用

・駅北地区でストックしている金属くずなどの輸送にガードを利用しているが、高さ

 制限があったり、線形が悪かったりで、ガードの走行には苦労している。

■港湾関係者として、沼津港の賑わいと中心市街地の衰退を、
どのように見ているか

・駅周辺に魅力があれば黙っていても人は集まる。港への観光客のうち、８割は
首都圏から車でやって来る。そのほとんどはリピーターである。リピーターが
いないと観光業は持続しない。
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その他活動及び意見状況
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第7回沼津駅周辺親子見学ツアー

日時：平成24年8月21日(火)

9:00～12:00

主催：沼津市

参加者：沼津市に住む

親子6家族（18名）

見学施設

①BiVi沼津

②プラサ

 
ヴェルデ建設予定地

③JR沼津貨物駅

④沼津駅周辺総合整備事業

及び鉄道高架事業の説明



38

場所
 

静岡県東部地域交流プラザ（パレット）

アイル（３階通路）

日時
 

平成24年９月４日(火)～23日(日)

午前10時00分
 

～
 

午後５時00分

内容
• ＰＩ実施計画の周知

• 地域を取り巻く情勢や周辺状況についての確認
⇒テーマ①広域レベル：沼津市の財政状況
⇒テーマ②、③地区レベル：市の既存計画、地域を取り巻く情勢

••地域の将来像についての意見の紹介地域の将来像についての意見の紹介
⇒イシバシプラザにて聴き取りした意見の一部を紹介

パネル展示の実施状況



パネル展示の実施状況

≪実施場所≫
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静岡県東部地域交流プラザ（パレット）
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パネル展示の実施状況



これまでのステップ２
 

ＰＩ活動実績

オープンハウス

開催日数：１４日（９５時間）
開催場所：７箇所
聴取り票回収数：７５５人

車座談議

開催回数：２０回（２７時間１０分）
開催団体：１８団体
延べ参加人数：１５６名

その他意見

意見数：１７件

（メール６件、HP２件、手紙６件、

電話２件、県民の声１件）

企業ヒアリング

開催回数：６社

ＪＲ東海、ＪＲ貨物、

通運事業者２社、港湾事業者１社

バス事業者１社
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ステップ２の進捗状況と今後の見込み



ステップ２
 

ＰＩ活動見込み
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○車座談議
【状況】
・３団体に実施
・４団体に対して投げかけ

 
回答待ち

【対応】
・開催の呼びかけの継続
・開催した団体については継続開催



車座談議等の記録方法について
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１
 

メディア対応
・撮影は、頭撮りのみ

２ 記録方法
・映像や音声等による記録を行う

【記録の使途】
・正確な議事概要等の作成
・ＰＩ委員の評価
・話し合いの進め方や内容を分析し、今後のＰＩ活動へ
活用
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○広報紙
【状況】
・8/22第３号発行（発行の遅れ）

【対応】
・計画的な作成（次号、次々号の掲載内容を予め設定）

○企業ヒアリング
【状況】
・通運事業者２社、港湾事業者１社、交通事業者１社

【今後の予定】
・商業者（駅前大規模店舗）調整中
・交通事業者（タクシー協会など）調整中

○勉強会
車座談議を通じて呼びかけ

ステップ２
 

ＰＩ活動見込み
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